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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月30日(2009.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステンレス鋼からなると共に円筒状の内面を有した裏金と、軸方向に並んで裏金の内面
に当該内面側で開口して設けられている複数個の環状溝と、この複数個の環状溝を相互に
連通させるべく、裏金の一方の環状の端面から他方の環状の端面に向けて軸方向に延びて
裏金の内部に設けられた相互連通用の行き止り孔と、裏金の内面側における各環状溝の開
口を覆蓋すると共に裏金の円筒状の内面に接合層を介して一体にされた円筒状の多孔質焼
結金属層とを具備している多孔質静圧気体ラジアル軸受用の軸受素材。
【請求項２】
　相互連通用の行き止り孔の一端は裏金の環状の端面で開口しており、相互連通用の行き
止り孔の他端は、裏金の他方の環状の端面の手前で裏金自体で閉塞されている請求項１に
記載の多孔質静圧気体ラジアル軸受用の軸受素材。
【請求項３】
　相互連通用の行き止り孔の一端を閉塞する栓を嵌合するための嵌合手段を更に具備して
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いる請求項２に記載の多孔質静圧気体ラジアル軸受用の軸受素材。
【請求項４】
　嵌合手段はねじ溝を具備している請求項３に記載の多孔質静圧気体ラジアル軸受用の軸
受素材。
【請求項５】
　裏金の外面で開口していると共に裏金の外面から相互連通用の行き止り孔に向けて径方
向に延びて裏金の内部に設けられた圧縮気体供給用の行き止り孔を更に具備している請求
項１から４のいずれか一項に記載の多孔質静圧気体ラジアル軸受用の軸受素材。
【請求項６】
　多孔質焼結金属層は、４重量％以上１０重量％以下の錫と、１０重量％以上４０重量％
以下のニッケルと、０．１重量％以上０．５重量％未満の燐と、２重量％以上１０重量％
以下の無機物質粒子と、残部が銅からなる請求項１から５のいずれか一項に記載の多孔質
静圧気体ラジアル軸受用の軸受素材。
【請求項７】
　無機物質粒子は、黒鉛、窒化ホウ素、フッ化黒鉛、フッ化カルシウム、酸化アルミニウ
ム、酸化ケイ素及び炭化ケイ素のうちの少なくとも一つからなる請求項６に記載の多孔質
静圧気体ラジアル軸受用の軸受素材。
【請求項８】
　接合層は、少なくともニッケルメッキ層を含んでおり、ニッケルメッキ層は、裏金の円
筒状の内面に接合されている請求項１から７のいずれか一項に記載の多孔質静圧気体ラジ
アル軸受用の軸受素材。
【請求項９】
　接合層は、ニッケルメッキ層とニッケルメッキ層の表面に形成された銅メッキ層との二
層のメッキ層を含んでおり、ニッケルメッキ層は、裏金の円筒状の内面に接合されており
、多孔質焼結金属層は、銅メッキ層に接合されている請求項１から８のいずれか一項に記
載の多孔質静圧気体ラジアル軸受用の軸受素材。
【請求項１０】
　銅メッキ層は、１０μｍ以上２５μｍ以下の厚みを有している請求項９に記載の多孔質
静圧気体ラジアル軸受用の軸受素材。
【請求項１１】
　銅メッキ層は、１０μｍ以上２０μｍ以下の厚みを有している請求項９に記載の多孔質
静圧気体ラジアル軸受用の軸受素材。
【請求項１２】
　ニッケルメッキ層は、２μｍ以上２０μｍ以下の厚みを有している請求項８から１１の
いずれか一項に記載の多孔質静圧気体ラジアル軸受用の軸受素材。
【請求項１３】
　ニッケルメッキ層は、３μｍ以上１５μｍ以下の厚みを有している請求項８から１１の
いずれか一項に記載の多孔質静圧気体ラジアル軸受用の軸受素材。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか一項に記載の軸受素材を用いた多孔質静圧気体ラジアル軸
受。
【請求項１５】
　相互連通用の行き止り孔の一端には当該一端を閉塞する栓が嵌合されている請求項１４
に記載の多孔質静圧気体ラジアル軸受。
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